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法
に
基
づ
く
言
語
系
統
論
に
あ
っ
た
。
こ
の
理
論
は
「
ア
フ
リ
カ
論
／
民

族
言
語
論
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

Ａ
Ａ
Ｌ
な
ど
の
集
団
的
属
性
に
ア
フ
リ
カ
の
「
民
族
的
真
正
」
を
見
出

そ
う
と
す
る
発
想
は
、
八
〇
年
代
に
入
り
勢
い
を
増
す
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ

ズ
ム
に
共
通
す
る
。
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を

普
遍
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
同
化
主
義
思
想
に
対
抗
し
て
生
ま
れ
た
、

私
的
領
域
に
限
ら
ず
公
的
領
域
に
お
い
て
も
文
化
の
複
数
性
を
目
指
す
多

文
化
主
義
思
想
の
こ
と
で
あ
る
。
七
〇
年
代
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た

「
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
思
想
が
ア
メ
リ
カ
の
言
語
学
な
ど
の
分
野

を
中
心
に
急
速
に
影
響
力
を
拡
げ
て
い
っ
た
中
で
発
展
し
た
も
の
で
あ
る

一
　
は
じ
め
に

　

一
九
九
六
年
一
二
月
一
八
日
、
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
社
会
思
想
、

教
育
思
想
、
言
語
思
想
を
基
盤
と
し
た
言
語
政
策
、「
エ
ボ
ニ
ク
ス
決
議
」

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
統
一
学
区
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

可
決
さ
れ
た
。
こ
の
政
策
は
当
時
の
多
文
化
主
義
論
争
の
影
響
も
あ
る
だ

ろ
う
が
ア
メ
リ
カ
全
土
を
巻
き
込
む
論
争
に
発
展
し
た
。
主
な
原
因
は
、

Ａ
Ａ
Ｌ
（A
frican 

A
m

erican 
Language:

ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ

人（
1
）こ
と
ば（

2
））
が
ア
フ
リ
カ
西
部
地
域
に
由
来
す
る
ア
フ
リ
カ
系
の

「
言
語
」
で
あ
り
英
語
の
「
方
言
」
で
は
な
い
と
す
る
比
較
言
語
学
的
手

論
説

「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
こ
と
ば
」
の
系
譜

ア
フ
リ
カ
論
／
民
族
言
語
論

源
邦
彦
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か
ら
分
析
し
た
い
。

二
　
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
言
語
学 

　
　
　
　

―
　

「
過
去
―
現
在
―
未
来
の
継
続
性
」
の
希
求

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
一
九
世
紀
初
頭
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
比
較
言

語
学
の
誕
生
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
（Gauger 

117

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
語
の
起
源
に
民
族
的
起
源
を
求
め
、
そ
れ
と
同
時
に
「
言
語
的
継
続

性
」
に
民
族
の
「
過
去
（
起
源
）
―
現
在
―
未
来
」
と
い
う
継
続
性

（Fishm
an 44︲45

）、
な
ら
び
に
「
言
語
的
固
有
性
」
を
見
出
す
こ
と
で
、

「
拡
張
的
民
族
統
一
」
そ
し
て
「
民
族
的
真
正
」
を
想
像
・
造
成
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
民
族
言
語
的
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
フ
ィ
ッ
シ

ュ
マ
ン
（Fishm

an

）
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
言
語
の
関
係
性
か
ら
次
の

よ
う
に
述
べ
る
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
が
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
を
利
用
・
擁
護
し
、
集
団
特

有
の
「
拡
張
的
統
一
」
と
「
真
正
化
」
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
行
為
は

非
常
に
あ
り
ふ
れ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
特
性
の
共
通
点
と
し

て
主
張
さ
れ
る
「
継
続
性
」
は
、
遺
産
を
探
し
求
め
、
そ
の
所
有
権
を

主
張
し
、
そ
し
て
利
用
す
る
た
め
の
真
正
化
装
置
で
あ
る
〔
…
…
〕
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
指
導
者
と
民
衆
に
と
っ
て
、
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
は
最
も

（
油
井　

五
頁
）。
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
言
語
思
想
が
合
衆
国
の
言
語

学
界
で
に
わ
か
に
勢
い
を
増
し
た
の
も
こ
の
七
〇
年
代
で
あ
り
、
多
文
化

主
義
思
想
の
潮
流
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
も

進
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
論
は
ま
さ
に
こ
れ
ら
二
つ
の
思
想
の

協
調
関
係
の
座
標
軸
上
に
位
置
し
て
い
る
。

　

言
語
は
、「
体
系
」
と
い
う
枠
を
超
え
た
、
言
語
的
差
異
や
言
語
的
境

界
線
が
想
像
・
造
成
さ
れ
た
「
社
会
的
構
築
物
」
で
も
あ
る
。
こ
の
想

像
・
造
成
の
過
程
に
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
言
語
学
者
も
意
識
的
あ
る
い

は
無
意
識
的
に
関
与
し
て
い
る
（D

eBose 8
）。
個
人
や
集
団
の
心
的
態

度
（
敵
対
心
や
宗
教
的
信
仰
な
ど
）
を
表
象
す
る
象
徴
性
に
よ
っ
て
も
そ

の
実
体
が
想
像
・
造
成
さ
れ
、
さ
ら
に
は
そ
の
象
徴
性
が
そ
の
実
体
を
最

終
的
に
規
定
す
る
こ
と
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
律
言
語
学
や
狭
義
の
社
会

言
語
学
は
こ
の
よ
う
な
象
徴
的
想
像
・
造
成
過
程
を
捨
象
し
あ
る
い
は
そ

の
傾
向
が
強
く
、
言
語
現
象
を
総
体
的
に
論
じ
る
こ
と
が
難
し
い
立
場
に

あ
る
と
言
え
る
。

　

本
稿
は
ま
さ
に
こ
の
点
を
補
う
べ
く
、
ア
フ
リ
カ
論
の
発
展
史
を
言
語

構
造
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
社
会
学
的
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
社
会
言

語
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
言
語

学
者
が
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
Ａ
Ａ
Ｌ
の
自
決
の
た
め
に

比
較
言
語
学
に
よ
っ
て
目
指
し
て
き
た
も
の
を
、
言
語
学
者
が
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
に
お
い
て
演
じ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
・
政
治
的
役
割
と
い
う
観
点
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た
め
の
政
治
的
定
式
と
し
て
「
一
民
族
―
一
言
語
」
と
い
う
政
治
思
想
が

確
立
し
、
こ
の
図
式
は
生
物
学
的
遺
伝
と
一
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
（M

aroldt 
156

）。
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
は
こ

こ
に
進
化
論
的
論
理
を
導
入
し
、
言
語
を
人
間
の
意
志
と
は
無
関
係
の
自

律
的
な
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
（H

olm
 2; M

aroldt 156

）。

い
い
か
え
れ
ば
、
言
語
接
触
の
「
社
会
史
」
と
い
う
よ
り
は
言
語
に
始
ま

り
言
語
で
終
わ
る
「
言
語
史
」
な
る
も
の
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

比
較
言
語
学
は
、
セ
ム
人
（
ユ
ダ
ヤ
人
）
と
の
差
異
化
を
図
る
た
め
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
「
純
粋
な
系
譜
」
つ
ま
り
「
言
語
的
起
源
」
と
「
言

語
的
継
続
性
」
と
を
「
科
学
的
」
に
解
明
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
リ
ア
人

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
）
の
純
粋
な
る
「
民
族
的
起
源
」
と
「
民
族
的
継
続
性
」

を
も
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
自
然
発
生
的
」
な
民
族

語
の
研
究
が
「
人
工
的
」
な
言
語
計
画
（
た
と
え
ば
、
表
記
法
の
確
立
や

文
法
、
辞
書
の
記
述
、
翻
訳
な
ど
）
と
親
密
に
関
わ
る
こ
と
で
、
そ
の
よ

う
な
「
言
語
的
継
続
性
」
と
は
一
見
矛
盾
す
る
「
言
語
的
断
絶
性
」
す
な

わ
ち
「
言
語
的
固
有
性
」
を
も
達
成
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
は
「
バ
ナ
キ

ュ
ラ
ー
」
の
地
位
か
ら
「
言
語
」
へ
と
「
昇
格
」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
比
較
言
語
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
言
語
の

属
性
を
意
味
す
る
「
語
族
」
を
「
民
族
」
す
な
わ
ち
「
ア
ー
リ
ア
民
族
」

へ
と
拡
大
し
た
が
、
そ
こ
に
は
人
種
主
義
が
存
在
す
る
と
い
う
指
摘
も
あ

る
（
長
田
一
三
〇︲
一
三
一
頁
）。
比
較
言
語
学
の
分
析
手
法
は
、
現
実
の

疑
い
よ
う
の
な
い
「
固
有
性
」
の
指
標
で
あ
る
ば
か
り
か
、
そ
の
よ
う

に
看
做
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
疑
い
よ
う
の
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー

の
差
異
化
あ
る
い
は
継
続
化
装
置
の
役
割
を
頻
繁
に
果
た
し
て
き
た
の

で
あ
る
（45, 53,
強
調
は
著
者
）

こ
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
に
応
え
る
べ
く
生
ま
れ
た
言
語
学

は
、
言
語
の
発
祥
に
つ
い
て
の
知
識
を
探
究
す
る
と
同
時
に
、
厳
正
な
事

実
に
基
づ
く
「
客
観
的
」
な
学
問
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
（Gauger 

118

）。
言
語
学
は
、
当
時
生
ま
れ
た
「
科
学
」
と
し
て
の

歴
史
学
、
つ
ま
り
は
人
類
と
い
う
概
念
を
歴
史
化
す
る
と
い
う
総
体
的
行

為
の
一
部
を
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
（Gauger 119
）。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
言
語
学
の
誕
生
を
促
し
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
す

で
に
確
立
し
た
言
語
学
的
知
識
を
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
す
る
拡
張

的
統
一
と
民
族
的
真
正
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
、
無
意
識
的
あ
る
い
は

意
識
的
に
動
員
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。
本
稿
が
論
考
す
る
ア

フ
リ
カ
論
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
比
較
言
語
学
に
行
き

着
い
て
い
る
。
Ａ
Ａ
Ｌ
の
由
来
に
関
す
る
議
論
に
お
い
て
比
較
言
語
学
と

対
立
が
先
鋭
化
す
る
の
が
ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
で
あ
る
が
、
互
い
の
理
論

は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
ら
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ど
の
よ
う

な
関
係
性
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

比
較
言
語
学
は
一
九
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
誕
生
し
た
。
国
民
統
合
の
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ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
人
種
主
義
が
言
語
学
の
発
展
に
一
つ
の
大
き
な
役

割
を
演
じ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
研
究
対
象
に

対
し
価
値
判
断
を
下
す
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
る
言
語
学
が
、
本
来
は
社
会

政
治
的
判
断
で
あ
る
言
語
境
界
設
定
に
一
役
を
担
っ
て
き
た
と
い
う
事
実

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
〜
語
」、「
ク
レ
オ
ー
ル
〜
語
」、「
〜
方
言
」、

「
〜
変
種
」
と
い
う
前
提
に
基
づ
き
そ
の
体
系
性
を
記
述
・
議
論
す
る
と

い
う
行
為
そ
の
も
の
が
、
社
会
政
治
的
言
説
を
生
産
・
再
生
産
す
る
こ
と

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（D

eBose 68︲69; D
uncan 3741;

糟
谷　

五
五

四
頁; Sm

itherm
an 1972, 85

）。

三
　
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
こ
と
ば
　

―
　

系
譜
諸
説

　

言
語
境
界
設
定
に
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
与
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
点
に
お
い
て
は
、
Ａ
Ａ
Ｌ
を
研
究
す
る
社
会
言
語
学
者
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
Ａ
Ａ
Ｌ
と
「
標
準
英
語
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
採

用
す
る
言
語
理
論
に
よ
っ
て
、
共
時
的
に
も
通
時
的
に
も
言
語
的
境
界
を

共
有
す
る
場
合
、
共
時
的
に
は
言
語
的
境
界
は
共
有
す
る
が
通
時
的
に
は

方
言
で
は
な
い
言
語
的
差
異
を
確
認
で
き
る
場
合
、
共
時
的
に
も
通
時
的

に
も
そ
の
よ
う
な
言
語
的
差
異
が
確
認
で
き
る
場
合
と
が
存
在
す
る
。
で

は
具
体
的
に
Ａ
Ａ
Ｌ
の
系
譜
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
立
場
が
存
在
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

言
語
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
経
験
主
義
を
基
調
と
す
る
科
学
的
手
法
に
則
っ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
は
、

「
言
語
接
触
」
と
い
う
考
え
方
は
主
と
し
て
表
面
的
な
語
彙
レ
ベ
ル
の
も

の
と
し
て
言
語
学
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（M

aroldt 

156︲157

）。

　

一
方
、
比
較
言
語
学
の
よ
う
に
語
彙
的
類
似
性
に
関
係
な
く
文
法
的
観

点
か
ら
起
点
言
語
と
の
言
語
系
統
的
継
続
性
を
追
及
す
る
手
法
と
は
異
な

り
、
言
語
の
発
展
が
一
旦
は
語
彙
起
点
言
語
・
文
法
起
点
言
語
の
双
方
か

ら
「
断
絶
」
さ
れ
再
構
さ
れ
た
各
起
点
言
語
の
方
言
と
捉
え
る
こ
と
が
限0

り
な
く
不
可
能
な

0

0

0

0

0

0

0

新
し
い
言
語
体
系
、
言
い
換
え
れ
ば
、「
言
語
的
断
絶

性
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
が
ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
個
々
の
言
語
が
混
じ
り
合
う
こ
と
な
く
独
自
の
発
展
を
遂
げ
る
こ

と
を
前
提
と
す
る
比
較
言
語
学
を
目
指
し
た
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
に
対
し
、

言
語
接
触
に
よ
っ
て
言
語
が
発
展
し
て
ゆ
く
こ
と
を
唱
え
ク
レ
オ
ー
ル
言

語
学
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
皮
肉
な
こ
と
に
も
彼
の
弟
子
で
あ
る
フ
ー

ゴ
・
シ
ュ
ー
ハ
ル
ト
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
当
初
は
、
ク
レ
オ
ー

ル
語
は
植
民
地
で
「
堕
落
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
」
と
し
て
描
か
れ
、
非

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
種
に
対
す
る
排
外
的
で
純
粋
主
義
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

が
存
在
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
互
い
に
対
立
す

る
言
語
理
論
で
は
あ
る
が
、
特
に
発
祥
に
お
い
て
は
人
種
主
義
と
い
う
点

で
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
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⑶
ア
フ
リ
カ
論
（A
fricanist V

iew

）、
英
語
論
（A

nglicist V
iew

）、

ク
レ
オ
ー
ル
論
（Creolist V

iew

）（Rickford &
 Rickford

）

⑵
の
分
類
法
は
⑴
を
細
分
化
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
も

に
Ａ
Ａ
Ｌ
を
英
語
の
「
方
言
」
と
し
て
議
論
を
展
開
す
る
。
⑶
に
関
し
て

は
こ
こ
に
挙
げ
た
分
類
法
の
中
で
は
唯
一
、
Ａ
Ａ
Ｌ
を
ア
フ
リ
カ
系
の

「
言
語
」
と
看
做
す
ア
フ
リ
カ
論
を
含
め
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
Ａ
Ａ
Ｌ
が
英
語
以
外
の
言
語
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
明
確
に
主
張

し
た
う
え
で
議
論
を
展
開
す
る
の
は
ア
ー
ニ
ー
・
Ａ
・
ス
ミ
ス
（Ernie 

A
dolph Sm

ith

）
の
分
類
法
で
あ
る
、

⑷
変
形
文
法
論
／
方
言
論
（T

ransform
ationalist/D

ialectologist 

T
heory

）、
ピ
ジ
ン
・
ク
レ
オ
ー
ル
論
（Pidgin-Creolist H

ypoth-

esis

）、
イ
ス
ラ
ー
ム
黒
人
民
族
主
義
論
（Islam

ic Black N
ation-

alist 
V

iew

）（3
）、
ア
フ
リ
カ
論
／
民
族
言
語
論
（A

fricologist/

Ethnolinguist T
heory

）（Sm
ith, 1997a, 1997b, 2001

）

こ
の
分
類
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
六
章
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
語
ら
れ
る

「
ア
フ
リ
カ
論
／
民
族
言
語
論
」
こ
そ
が
、
一
九
九
六
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
い
て
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
言
語
政
策

と
し
て
現
出
し
た
系
譜
論
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
ア
フ
リ
カ
論
が
ど
の
よ

　

Ａ
Ａ
Ｌ
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
そ
れ
が
英
国
内
で
用

い
ら
れ
て
い
た
方
言
を
基
盤
に
形
成
さ
れ
た
と
す
る
「
英
語
論
」
が
出
現

す
る
。
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、
脱
ク
レ
オ
ー
ル
化
し
た
英
語
で
あ
る

と
い
う
史
観
、
す
な
わ
ち
「
ク
レ
オ
ー
ル
論
」
が
取
っ
て
代
わ
り
、
そ
の

後
、
再
び
初
期
の
英
語
論
が
変
異
を
伴
っ
た
新
た
な
方
言
論
が
誕
生
す
る

（W
olfram

 39︲40

）。
一
方
、
ア
フ
リ
カ
論
の
発
祥
は
言
語
学
的
に
は
一

九
七
〇
年
代
初
期
と
い
う
見
方
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ア
フ
リ
カ
論
は

ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
に
ア
フ
リ
カ
性
を
求
め
る
と
こ
ろ

か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
点
で
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
論
と
一
致
す
る
。

　

現
在
Ａ
Ａ
Ｌ
は
、
基
本
的
に
は
Ａ
Ａ
Ｅ
（
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
英

語
）、
Ａ
Ａ
Ｖ
Ｅ
（
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
バ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
英
語
）、
Ｂ

Ｅ
（
黒
人
英
語
）
等
、
英
語
の
一
変
種
と
し
て
そ
の
歴
史
的
発
展
が
論
じ

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
前
提
に
立
ち
議
論
さ
れ
て
い
る
分
類
法
と
し

て
以
下
三
つ
の
仮
説
群
を
挙
げ
る
、

⑴
英
語
論
（A

nglicist V
iew

）、
ク
レ
オ
ー
ル
論
（Creolist V

iew

）

（W
olfram

）

⑵
基
層
論
（Substratist V

iew

）、
ク
レ
オ
ー
ル
論
（Creolist V

iew

）、

英
語
論
／
方
言
論
（A

nglicist / D
ialectologist V

iew

）、
建
国

者
原
理
論
（Founder Principle V

iew

）、
移
住
者
原
理
論
（Set-

tler Principle V
iew

）（Green

）
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を
求
め
た
ア
フ
リ
カ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
父
、
牧
師
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
ク
ラ
ン
メ
ル
は
、
奴
隷
と
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
人
が
神
の
ご
加
護
に
よ

り
英
語
を
与
え
ら
れ
、
英
語
が
ア
フ
リ
カ
の
ど
の
言
語
よ
り
も
優
れ
て
い

る
と
信
じ
て
い
た
（A

ppiah 
3

）。
そ
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
・
パ
ワ
ー
の
時
代

に
な
る
と
、
よ
り
自
立
的
な
言
語
思
想
が
著
し
く
な
り
、
英
語
の
黒
人
変

種
を
集
団
的
象
徴
と
看
做
す
考
え
が
独
創
的
芸
術
家
、
教
育
者
、
学
者
な

ど
知
識
層
の
あ
い
だ
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

人
々
は
自
身
の
言
葉
遣
い
を
ア
フ
リ
カ
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

（Sm
itherm

an 145

）

　

そ
れ
で
は
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
に
話
を
戻
す
と
、
オ
ー
ス
テ
ィ
ン

（A
ustin

）
に
よ
れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
係
性
か
ら

み
た
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
は
、

統
合
主
義
的
で
〔
…
…
〕（
最
も
）
文
化
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
で
あ
る
〔
…
…
〕
黒
人
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
活
動
家
が
白
人
エ
リ

ー
ト
の
文
化
資
本
と
競
合
し
よ
う
と
す
る
た
め
の
一
手
段
で
あ
る

〔
…
…
〕（
古
典
的
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ

ズ
ム
）
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
「
文
明
」
を
到
達
基
準
と
し
て
い
る
と
い

う
点
で
は
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
と
言
え
る
（170, 187, 192,

カ
ッ

コ
内
は
著
者
）。

　

う
な
社
会
的
、
思
想
的
背
景
か
ら
生
じ
る
に
至
っ
た
の
か
を
ブ
ラ
ッ
ク
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
史
の
中
に
位
置
づ
け
た
い
。

四
　
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
顕
在
化 

　
　
　
　

―
　

「
拡
張
的
民
族
統
一
・
民
族
的
真
正
」
の
希
求

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
ア
フ
リ
カ
出
身
奴

隷
子
孫
を
指
し
示
す
「
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
」
と
い
う
名
称
が
広
く

世
間
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
同
じ
時
期
に
、
教
育
分
野
等
で

「
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
」
と
い
う
、
世
界
観
や
民
族
性
を
ア
フ
リ
カ
に

求
め
る
思
想
が
台
頭
し
て
き
て
い
た
。
そ
れ
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
集
団
意
識
現
象
を
、
新

た
に
顕
在
化
し
て
き
た
特
徴
を
加
味
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
言
語
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
若
干
の
説
明
を
し
て
お
く
。
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
古
典

的
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
二
〇
世
紀
初
頭
）
と
「
ブ
ラ
ッ

ク
・
パ
ワ
ー
」（
六
〇
〜
七
〇
年
代
）
に
分
か
た
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
時

代
に
は
、
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
論
理
に
依
拠
し
た
ス
ミ
ス
の
ア
フ
リ

カ
論
と
は
異
な
る
言
語
思
想
が
存
在
し
て
い
た
。
古
典
的
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
場
合
、
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
を
受
容
し
そ
れ
を
文
明

の
頂
点
と
看
做
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ば
リ
ベ
リ
ア
に
理
想
の
地
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コ
内
は
著
者
）
は
離
散
し
た
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
子
孫
の
「
文
化
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
の
構
成
要
素
と
し
て
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
、

⑴
歴
史
的
要
因
（
民
族
的
継
続
性
）
…
…
他
集
団
と
の
差
異
化
を
可
能

に
す
る
歴
史
的
継
続
性
の
共
有

⑵
言
語
的
要
因
（
言
語
的
継
続
性
）
…
…
比
較
言
語
学
の
手
法
に
よ
り

再
構
さ
れ
る
言
語
的
一
体
性
を
可
能
に
す
る
祖
語
（
す

な
わ
ち
エ
ジ
プ
ト
に
始
ま
っ
た
人
類
史
最
古
の
、
黒
人

が
使
用
し
た
ア
フ
リ
カ
系
文
字
言
語
）

⑶
心
理
的
要
因
（
民
族
的
心
性
）
…
…
黒
人
の
集
団
的
性
格

ジ
ョ
ッ
プ
（D

iop 219

）
は
、
言
語
的
要
因
に
関
し
て
は
、
離
散
し
た
ア

フ
リ
カ
系
奴
隷
子
孫
の
言
語
が
す
で
に
ア
フ
リ
カ
の
言
語
と
断
絶
さ
れ
て

い
る
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
は
そ
の
比
較
言
語
学
的
手
法
に

よ
っ
て
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
再
構
築
し
て
み
せ
る
の
で
あ
る
。

　

同
じ
思
想
的
由
来
を
持
つ
ア
サ
ン
テ
と
ス
ミ
ス
で
あ
る
が
、
言
語
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
「
言
語
的
継
続
性
＝
民
族
的
継
続
性
」
を
求
め
る

思
想
は
、
必
ず
し
も
Ａ
Ａ
Ｌ
の
「
言
語
的
固
有
性
」
に
帰
着
す
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
と
え
ば
ア
サ
ン
テ
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
こ
と
ば

そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
つ
い
て
編
集
し
た
自
身

の
編
著
書
（Sm

ith

（
4
）1972

）
で
、
Ａ
Ａ
Ｌ
を
英
語
の
一
変
種
と
し
て
扱

　

で
は
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
自
体
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う

か
。「
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
シ
テ
ィ
ー
」
と
い
う
準
拠
枠
を
最
初
に
提
案
し

た
モ
レ
フ
ィ
・
Ｋ
・
ア
サ
ン
テ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
継
続
性
を
断
た
れ

た
歴
史
、
そ
し
て
不
確
か
な
未
来
し
か
基
本
的
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
」

（A
sante 1998: 11

）
と
い
う
意
識
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
と
は
、

現
象
を
ア
フ
リ
カ
人
の
観
点
か
ら
捉
え
る
た
め
の
準
拠
枠
の
こ
と
で
あ

る
（A

sante 
1991, 

171

）。
こ
こ
で
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
と
ナ

イ
ル
河
谷
文
化
が
標
準
と
さ
れ
る
（A

sante 1998, 11

）。
教
育
に
お

い
て
は
、
教
員
が
学
生
に
世
界
、
集
団
、
概
念
、
歴
史
を
ア
フ
リ
カ
の

世
界
観
な
る
も
の
か
ら
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
〔
…
…
〕
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
は
白
人
中
心
主
義
に
基
づ
き
、

そ
の
目
的
は
教
育
、
政
治
、
経
済
等
の
分
野
で
白
人
の
特
権
と
優
位
性

を
保
守
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
は
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト

リ
ズ
ム
と
は
異
な
り
、
他
集
団
の
視
点
を
貶
め
て
ま
で
民
族
中
心
主
義

的
な
安
定
政
策
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
い
（A

sante 1991, 172

）

　　

ア
サ
ン
テ
も
ス
ミ
ス
も
こ
の
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
を
共
有
し
て
い
る

が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
へ
の
歴
史
的
継
続
性
を
求
め
る
二
人
の
思
想
は
シ
ェ

イ
ク
・
Ａ
・
ジ
ョ
ッ
プ
に
帰
す
る
。
ジ
ョ
ッ
プ
（D

iop 
211︲219,

カ
ッ
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う
な
ア
フ
リ
カ
語
（A

frican language

）
に
は
、
商
人
、
宣
教
師
、

官
吏
が
現
地
人
を
搾
取
す
る
目
的
を
除
い
て
は
、
全
く
注
意
が
払
わ
れ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
（W

oodson 18

）。

こ
れ
は
、
Ａ
Ａ
Ｌ
を
ア
フ
リ
カ
系
の
言
語
と
し
て
描
く
初
期
の
言
語
ア
フ

ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
一
つ
で
あ
る
が
、
同
年
、
Ａ
Ａ
Ｌ
を
英
語
の
一
変
種

と
し
て
看
做
す
言
語
論
が
別
の
社
会
学
者
Ｗ
・
Ｅ
・
Ｂ
・
ド
ュ
ボ
イ
ス
に

よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
黒
人
系
大
学
に
お
い
て
は
ア
フ
リ
セ
ン

ト
リ
ッ
ク
な
教
育
の
一
環
と
し
て
、
教
育
言
語
と
し
て
標
準
英
語
に
加
え

黒
人
英
語
を
使
用
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
（D

ubois 
123

）。
し

か
し
な
が
ら
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
文
化
に
対
す
る
科
学
的
探
究

は
、
そ
の
人
々
が
所
有
す
る
文
化
的
特
徴
に
ア
フ
リ
カ
的
要
素
が
残
存
す

る
こ
と
を
唱
え
た
メ
ル
ビ
ル
・
Ｊ
・
ハ
ー
ス
コ
ビ
ッ
ツ
（H

erskovits 

1941

）
が
現
れ
る
一
九
四
〇
年
代
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

五
　
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
こ
と
ば
の
固
有
言
語
論 

　
　
　
　

―
　

言
語
学
と
の
結
合

　

言
語
学
と
い
う
科
学
的
な
手
法
に
よ
っ
て
Ａ
Ａ
Ｌ
の
体
系
性
の
発
見
に

貢
献
し
た
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
は
、
ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
者
ロ
レ
ン

ツ
ォ
・
Ｄ
・
タ
ー
ナ
ー
（T

urner 
1949

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
研
究

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
著
書
（
た
と
え
ば
、Asante 

1998, 
46︲48

）
で
は
、
Ａ
Ａ
Ｌ
の
固
有
言
語
論
を
論
じ
る
中
で
、
そ
れ

へ
の
賛
否
は
明
言
し
な
い
も
の
の
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
メ
タ
文
法
的
分

析
法
を
強
く
支
持
し
、
以
前
の
よ
う
に
は
黒
人
英
語
（Black English

）

と
い
う
名
称
は
使
っ
て
い
な
い
。
ま
た
同
様
の
言
語
観
を
持
つ
ア
フ
リ
カ

系
ア
メ
リ
カ
人
識
者
と
し
て
は
、
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
推
奨
す
る
立
場
か
ら
、
教
育
言
語
に
は
標
準
英
語
に
加
え
黒
人

英
語
も
使
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
教
育
学
者
フ
ェ
リ

ッ
ク
ス
・
ボ
ー
テ
ン
グ
が
挙
げ
ら
れ
る
（Boateng 82

）。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
言
語
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
は
ご
く
最
近
の

現
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
教
育
分

野
に
お
け
る
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
社
会
学
者
カ

ー
タ
ー
・
Ｇ
・
ウ
ッ
ド
ソ
ン
の
思
想
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ウ
ッ
ド

ソ
ン
は
教
育
場
面
に
お
け
る
合
衆
国
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
子
孫
の
差
別
的

な
扱
い
を
考
察
す
る
中
で
、
一
九
三
三
年
に
自
身
の
言
語
論
・
言
語
教
育

論
を
以
下
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
、

学
校
で
の
言
語
学
習
で
、
生
徒
は
、
黒
人
こ
と
ば
（Black dialect

）

を
、
崩
れ
た
ア
フ
リ
カ
語

0

0

0

0

0

（A
frican tongue

）
と
し
て
こ
の
言
語
の

背
景
を
学
ぶ
よ
う
〔
…
…
〕
指
導
さ
れ
る
よ
り
は
、
軽
蔑
す
べ
き
黒
人

特
有
の
所
有
物
と
し
て
あ
ざ
笑
う
よ
う
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
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ア
レ
イ
ン
の
論
文
が
出
さ
れ
た
二
年
後
の
一
九
七
三
年
に
は
、
社
会
学

者
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
ツ
イ
ッ
グ
ス
（T

w
iggs 1973

）
が
Ａ
Ａ
Ｌ
を
含
め

た
ア
フ
リ
カ
系
の
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
の
用
い
る
様
々
な
新
言
語
を
指
す
「
西

半
球
汎
ア
フ
リ
カ
語
（PA

LW
H

: 
Pan 

A
frican 

Language 
in 

the 

W
estern H

em
isphere

）」
と
い
う
名
称
を
開
発
し
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

論
と
の
方
法
論
上
の
違
い
は
、
そ
の
言
語
的
固
有
性
を
ア
フ
リ
カ
の
祖
語

に
遡
る
言
語
的
継
続
性
で
は
な
く
共
時
的
な
体
系
性
に
求
め
よ
う
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

そ
し
て
、
六
〇
年
代
中
頃
か
ら
始
ま
っ
た
Ａ
Ａ
Ｌ
の
教
育
的
論
議
が
盛

ん
に
な
る
七
〇
年
代
前
半
の
一
九
七
三
年
一
月
二
六
日
、
あ
る
黒
人
学
者

集
団
に
よ
る
小
さ
な
会
議
が
非
公
式
に
も
た
れ
、
Ａ
Ａ
Ｌ
に
今
日
ま
で
広

く
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
言
語
名
「
エ
ボ
ニ
ク
ス
（Ebonics: Ebony

＋

Phonics

）」、
そ
し
て
ジ
ョ
ッ
プ
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
実

現
し
得
る
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
定
義
が
宛
が
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
名
称
は
、
心
理
学
者
ロ
バ
ー
ト
・
Ｌ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
最
初
に
案

出
し
た
も
の
で
全
会
一
致
で
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
黒
人
英
語

（Black 
English

）」
や
「
非
標
準
英
語
（non-standard 

English

）」

と
い
う
用
語
は
欠
陥
語
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
示
唆
し
、
廃
止
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
と
い
う
批
判
が
そ
れ
ら
の
学
者
の
あ
い
だ
で
相
次
い
だ
た
め
で

あ
る
（W

illiam
s &

 Rivers 100

）。

　

エ
ボ
ニ
ク
ス
に
こ
の
時
に
与
え
ら
れ
た
言
語
学
的
定
義
も
全
会
一
致
で

は
、
Ａ
Ａ
Ｌ
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
ガ
ラ
こ
と
ば
（Gullah 

dialect
）
に
ア
フ
リ
カ
的
要
素
の
存
続
を
言
語
学
的
に
論
証
し
た
原
典
と

し
て
頻
繁
に
引
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
Ａ
Ａ
Ｌ
を
英
語
系
ク
レ
オ
ー
ル
と

看
做
し
「
言
語
的
固
有
性
」
の
追
及
を
も
可
能
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
Ａ

Ａ
Ｌ
の
ア
フ
リ
カ
系
の
言
語
と
し
て
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
、

ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
を
専
門
と
し
な
が
ら
も
そ
の
よ
う
な
新
言
語
体
系
を

比
較
言
語
学
の
視
点
か
ら
再
検
討
を
促
し
た
マ
ー
ビ
ン
・
Ｃ
・
ア
レ
イ
ン

の
議
論
を
紹
介
し
た
い
。
ア
レ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
民
族

性
」
の
学
術
的
探
究
に
は
以
下
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
と
い
う
、

ク
レ
オ
ー
ル
諸
言
語
の
扱
わ
れ
方
は
、
そ
の
大
部
分
が
ア
フ
リ
カ
と
の

「
言
語
的
継
続
性
」
が
断
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
〔
…
…
〕

ク
レ
オ
ー
ル
諸
言
語
が
形
態
統
語
的
に
多
く
の
点
で
西
ア
フ
リ
カ
系
の

諸
言
語
に
由
来
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
な
ら
ば
、
当
然
の
ご
と
く
西

ア
フ
リ
カ
系
諸
言
語
か
ら
ア
フ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
諸
言
語
（dia-

lects

）
へ
の
形
態
統
語
的
継
続
性
が
存
在
す
る
と
結
論
付
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
（A
lleyne 125︲126,

強
調
は
著
者
）

こ
の
ア
レ
イ
ン
に
よ
る
言
語
系
統
論
こ
そ
が
ス
ミ
ス
の
言
語
論
の
形
成
に

決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
（Sm

ith 
2011, 

personal 
com

-

m
unication

）。
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思
想
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
小
さ
な
集
ま
り
に
お
い
て
「
黒
人
英
語
」
が

「
エ
ボ
ニ
ク
ス
」
に
置
き
換
え
ら
れ
、
そ
し
て
「
方
言
」
か
ら
「
言
語
」

へ
と
「
昇
格
」
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
前
か
ら
ス
ミ

ス
が
思
い
描
い
て
い
た
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
固
有
言
語
観
が
、
比
較

言
語
学
と
い
う
「
科
学
的
手
法
」
に
よ
っ
て
エ
ボ
ニ
ク
ス
と
し
て
「
実
体

化
」
さ
れ
た
瞬
間
で
あ
る
。

六
　
ア
フ
リ
カ
論
　

―
　

「
言
語
的
継
続
性
・
固
有
性
」
か
ら 

　
　
　「
拡
張
的
民
族
統
一
・
民
族
的
真
正
」
へ

　

で
は
ス
ミ
ス
は
そ
の
ア
フ
リ
カ
論
に
よ
っ
て
何
を
求
め
て
い
る
の
か
詳

し
く
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
し
ば
し
ば

言
語
に
「
言
語
的
継
続
性
」、「
言
語
的
固
有
性
」
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
ら
を
媒
介
と
し
て
「
拡
張
的
民
族
統
一
」
と
「
民
族
的
真

正
」
の
生
成
が
試
み
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。

　

ス
ミ
ス
は
方
言
学
や
生
成
文
法
論
に
基
づ
く
英
語
論
、
ク
レ
オ
ー
ル
言

語
学
に
基
づ
く
ク
レ
オ
ー
ル
論
と
い
う
主
流
派
の
立
場
は
採
用
せ
ず
、
比

較
言
語
学
に
基
づ
く
独
自
の
ア
フ
リ
カ
論
を
堅
持
す
る
。
他
の
仮
説
と
は

一
線
を
画
す
る
ア
フ
リ
カ
論
の
特
徴
で
あ
る
「
言
語
的
継
続
性
」
に
つ
い

て
ス
ミ
ス
（Sm

ith 
1997b

）
の
論
点
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
比
較
言
語
学
の
視
座
か
ら
英
語
と
は
言
語

系
統
の
異
な
る
ア
フ
リ
カ
系
の
新
言
語
体
系
と
し
て
最
初
に
定
義
を
提
示

し
た
の
は
、
当
時
書
記
を
務
め
て
い
た
ス
ミ
ス
で
あ
る
（Sm

ith 
2011, 

personal com
m

unication

）。
こ
の
時
に
与
え
ら
れ
た
定
義
に
よ
る
と
、

エ
ボ
ニ
ク
ス
は
、

　

西
ア
フ
リ
カ
、
カ
リ
ブ
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
子
孫
が
所

有
す
る
同
心
円
的
連
続
体
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
し

て
の
言
語
的
・
準
言
語
的
特
徴
か
ら
成
る
。
そ
こ
に
は
、
と
く
に
植
民

地
的
状
況
に
適
応
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
て
き
た
黒
人
が
用
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
デ
ィ
オ
ム
、
パ
ト
ワ
、
隠
語
、
個
人
語
、
社
会
方
言
が
含
ま
れ

て
い
る
（W

illiam
s V

I

）

こ
の
定
義
は
ア
メ
リ
カ
以
外
の
地
域
も
含
め
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス

ペ
イ
ン
語
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
様
々
な
言
語
と
の
接
触
か
ら
生
ま
れ
た

様
々
な
新
言
語
体
系
に
適
用
さ
れ
る
「
言
語
集
合
体
」
を
意
味
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
こ
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
た
い
て

い
は
Ａ
Ａ
Ｌ
の
み
を
指
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
に
と
っ
て

こ
の
拡
張
的
定
義
は
今
も
変
わ
り
は
な
い
（Sm

ith 
2011, 

personal 

com
m

unication

）。
言
語
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
の
一
つ
で
も
あ
る

「
拡
張
的
民
族
統
一
」（
こ
こ
で
は
「
汎
ア
フ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」）
を
求
め
る
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考
プ
ロ
セ
ス
＝
民
族
的
心
性
」
の
存
続
を
可
能
た
ら
し
め
る
。
そ
し
て
こ

の
プ
ロ
セ
ス
に
見
出
さ
れ
る
⑶
「
拡
張
的
民
族
統
一
」
が
こ
の
言
語
的
体

系
性
を
支
え
る
こ
と
で
言
語
的
継
続
性
を
も
同
時
に
支
え
る
と
い
う
一
つ

の
循
環
作
用
が
生
じ
る
。
こ
こ
に
ジ
ョ
ッ
プ
の
提
唱
す
る
三
要
素
「
民
族

的
歴
史
性
」、「
言
語
的
継
続
性
」、「
民
族
的
心
性
」
が
有
機
的
に
連
鎖
す

る
こ
と
で
「
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」
が
、
す
な
わ
ち
フ
ィ
ッ
シ

ュ
マ
ン
の
言
う
「
民
族
的
真
正
」
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
差
別
化
要
因
で
あ
る
「
言
語
的
継
続
性
」
と
「
言

語
的
固
有
性
」
は
、
英
語
論
と
ク
レ
オ
ー
ル
論
で
は
機
能
し
な
い
。
英
語

論
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ａ
Ｌ
に
は
ア
フ
リ
カ
的
要
素
が
若
干
残
っ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
は
い
る
が
、
文
法
構
造
も
語
彙
も
基
本
的
に
は
英
語
の
由

来
と
な
り
、
こ
こ
で
い
う
「
言
語
的
継
続
性
」
は
西
ゲ
ル
マ
ン
語
群
と
の

継
続
性
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

一
方
、
ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
は
「
言
語
的
断
絶
性
」
を
記
述
す
る
の
が

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ク
レ
オ
ー
ル
論
も
ア
フ
リ
カ
的
要
素

の
存
在
を
認
め
て
は
い
る
も
の
の
、
次
の
二
点
に
お
い
て
「
言
語
的
継
続

性
＝
民
族
的
継
続
性
」
が
断
た
れ
て
し
ま
う
。
ま
ず
、
Ａ
Ａ
Ｌ
は
通
時
的

に
は
起
点
言
語
で
あ
る
英
語
や
ア
フ
リ
カ
系
の
第
一
言
語
と
は
い
っ
た
ん

切
り
離
さ
れ
た
新
言
語
体
系
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
共
時
的

に
は
脱
ク
レ
オ
ー
ル
化
し
た
英
語
の
一
変
種
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
取
る

た
め
新
言
語
体
系
と
し
て
の
「
言
語
的
固
有
性
」
さ
え
も
喪
失
し
て
し
ま

る
。
す
な
わ
ち
、

合
衆
国
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
の
第
一
言
語
が
英
語
と
接
触
し
英
語
使
用

者
と
の
あ
い
だ
に
相
互
理
解
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
Ａ

Ａ
Ｌ
が
英
語
す
な
わ
ち
ゲ
ル
マ
ン
語
族
に
属
す
る
と
い
う
根
拠
に
は
な

ら
な
い
。
再
語
彙
化
が
も
た
ら
し
た
混
成
方
言
す
な
わ
ち
Ａ
Ａ
Ｌ
は
、

基
層
に
有
す
る
支
配
的
な
言
語
体
系
（
文
法
構
造
）
と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
西
ニ
ジ
ェ
ー
ル
＝
コ
ン
ゴ
ア
フ
リ
カ
語
族
に
属
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ａ
Ｌ
す
な
わ
ち
エ
ボ
ニ
ク
ス
は
⑴
西
ニ
ジ
ェ
ー
ル

＝
コ
ン
ゴ
ア
フ
リ
カ
系
諸
言
語
が
再
語
彙
化
さ
れ
た
形
態
統
語
構
造
的

継
続
体
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
合
衆
国
ア
フ
リ
カ
系
奴
隷
子
孫
が
⑵
西

ニ
ジ
ェ
ー
ル
＝
コ
ン
ゴ
ア
フ
リ
カ
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
、
そ
の
思
考
プ
ロ
セ
ス
は
エ
ボ
ニ
ク
ス
の
基
層
に
あ
る
音

韻
構
造
、
形
態
統
語
構
造
、
意
味
語
彙
構
造
に
表
出
す
る
。
こ
れ
ら
下

部
構
造
の
集
合
体
つ
ま
り
言
語
的
体
系
性
の
支
柱
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

⑶
集
団
共
通
の
血
統
と
文
化
的
統
一
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
に
し
た
が
え
ば
、
Ａ
Ａ
Ｌ
は
文
法
的
観
点
か
ら
起
点
言
語
で

あ
る
西
ア
フ
リ
カ
諸
語
と
の
⑴
「
言
語
的
継
続
性
＝
民
族
的
継
続
性
／
民

族
的
歴
史
性
」
を
維
持
し
「
言
語
的
固
有
性
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

い
っ
た
ん
「
言
語
的
継
続
性
」
が
確
立
さ
れ
る
と
、
⑵
「
ア
フ
リ
カ
的
思
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あ
る
こ
と
は
事
実
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
目
的
は
ア
フ
リ
カ
論
の

妥
当
性
を
既
成
の
言
語
学
的
見
地
か
ら
問
う
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と

も
社
会
学
的
側
面
に
焦
点
を
当
て
た
社
会
言
語
学
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、

ア
フ
リ
カ
論
は
決
し
て
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
で
は
な
く
、

そ
れ
独
自
の
「
科
学
的
」
意
義
を
有
す
る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ミ
ス
の
論
点
は
い
く
つ
か
の
自
己
矛
盾
を
孕
む
こ

と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ア
フ
リ
カ
論
は
ア
フ
リ
カ

系
新
言
語
と
し
て
の
独
立
を
目
標
と
す
る
一
方
で
、
主
流
社
会
す
な
わ
ち

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
社
会
に
参
画
す
る
た
め
に
白
人
至
上
主
義
言
語
（
英
語
）

の
獲
得
を
目
指
す
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
達
成
基
準
と
す
る
）
と
い
う
意

味
で
は
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
価
値
観
も
容
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
点
は
、
九
〇
年
代
の
多
文
化
主
義
思
想
と
通
底
す
る
。
そ
し
て
、
ク
レ

オ
ー
ル
論
や
英
語
論
を
白
人
至
上
主
義
的
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
彼
が
依

拠
す
る
比
較
言
語
学
も
ユ
ー
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
発
祥
と
方
法
論
を
も
つ

以
上
、
互
い
に
同
じ
土
俵
に
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
で
は
、
こ
の

自
己
矛
盾
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
発
祥
に
お
い
て
、
比
較
言
語
学
は
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
ー
に
と

っ
て
の
自
決
問
題
と
極
め
て
深
い
関
係
を
持
ち
、
現
在
で
も
そ
の
よ
う
な

関
係
性
か
ら
言
語
系
統
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
ス
ミ
ス
の

ア
フ
リ
カ
論
は
米
国
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
子
孫
に
と
っ
て
の
民
族
自
決
の

問
題
と
し
て
も
論
じ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
自
身
も
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ

う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ａ
Ｌ
の
言
語
的
特
徴
は
英
語
と
の
関
係
に
お

い
て
は
「
従
属
的
固
有
性
」
に
等
し
く
、
ア
フ
リ
カ
の
過
去
の
栄
光
に
遡

る
「
自
律
的
固
有
性
／
真
正
な
る
固
有
性
」
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

だ
。

　

そ
し
て
、
比
較
言
語
学
と
ク
レ
オ
ー
ル
言
語
学
・
方
言
学
と
で
は
根
本

的
な
方
法
論
上
の
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
比
較
言

語
学
は
他
の
二
つ
の
手
法
と
は
異
な
り
社
会
的
要
因
は
念
頭
に
お
か
な
い

こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
言
語
的
関
係
性
が
確
保

で
き
れ
ば
目
標
は
達
成
さ
れ
、
社
会
歴
史
的
な
背
景
要
因
の
真
偽
に
よ
っ

て
そ
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
が
基
本
的
に
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
、「
過
去
（
発
祥
）
―
現
在
―
未
来
」
の
継
続
性
を
求
め
る
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要
求
に
対
し
て
は
、
ス
ミ
ス
の
言
語
論
は
有
効
に
機
能
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ア
フ
リ
カ
論
は
、
西
ア
フ
リ
カ
か
ら
北
東
ア
フ
リ
カ

（
つ
ま
り
古
代
エ
ジ
プ
ト
）
へ
と
遡
る
偉
大
な
る
過
去
と
の
継
続
性
を
、

そ
し
て
そ
の
継
続
性
ゆ
え
の
未
来
へ
の
存
続
の
可
能
性
を
も
引
き
出
し
、

そ
の
連
続
性
の
中
に
現
在
の
Ａ
Ａ
Ｌ
を
存
在
た
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

　

比
較
言
語
学
に
則
る
ア
フ
リ
カ
論
は
直
接
的
に
批
判
対
象
と
さ
れ
る
か
、

あ
る
い
は
最
初
か
ら
議
論
の
枠
外
に
置
か
れ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
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「
エ
ボ
ニ
ク
ス
」
と
い
う
「
二
言
語
」
主
義
を
採
用
し
、
分
離
と
共
存
が

「
想
像
」
さ
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

ス
ミ
ス
の
ア
フ
リ
カ
論
は
、
合
衆
国
ア
フ
リ
カ
出
身
奴
隷
子
孫
が
社
会
経

済
的
自
立
の
た
め
に
白
人
至
上
主
義
言
語
を
受
容
す
る
引
き
換
え
に
戦
略

的
に
採
用
さ
れ
た
、
か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
学
者
た
ち
が
排

外
的
で
純
粋
主
義
を
包
含
す
る
自
律
言
語
系
統
論
に
倣
っ
た
「
対
抗
科

学
」
と
捉
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ィ
ー
／
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
言
語
の
存
在
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
エ
ボ
ニ
ク
ス

は
ブ
ラ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
で
あ
る
」（Sm

ith 
2011, 

personal com
m

unication

）
と
明
言
し
て
い
る
。

　

彼
の
ア
フ
ロ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
言
語
思
想
に
お
い
て
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
求
め
る
二
つ
の
必
須
条
件
、
つ
ま
り
「
近
代
」
と
「
伝
統
」
と
い

う
集
団
的
要
請
を
そ
れ
ぞ
れ
「
標
準
英
語
」
と
「
黒
人
英
語
」
と
い
う

「
同
言
語
二
方
言
」
で
満
た
す
の
で
は
な
く
、「
民
族
的
真
正
」
を
前
面
に

出
す
た
め
に
も
前
者
に
つ
い
て
は
「
英
語
」
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
は

（
1
）
ア
フ
リ
カ
系
と
い
っ
て
も
、
本
稿
で
は
、
奴
隷
制
時
代
に
ア
メ
リ
カ
に
連

れ
て
こ
ら
れ
、
そ
の
子
孫
と
し
て
在
住
し
続
け
て
い
る
人
々
を
意
味
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
混
血
と
い
う
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
厳
密
に
ど
こ
か

ら
ど
こ
ま
で
が
ア
フ
リ
カ
系
な
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
主
観
的
な
問
題

で
も
あ
る
。

（
2
）
本
稿
で
は
、
こ
の
名
称
の
み
“language

”を
「
方
言
」、「
言
語
」
の
い

ず
れ
に
も
解
釈
可
能
な
「
こ
と
ば
」
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
3
）
ア
フ
リ
カ
論
と
対
立
し
な
い
こ
と
か
ら
本
稿
で
は
議
論
の
対
象
と
は
し
な

い
。

（
4
）M

olefi K
. A

sante

は
、
一
九
七
六
年
、
奴
隷
制
度
を
象
徴
す
る
と
い
う

理
由
でA

rthur L. Sm
ith

か
ら
現
在
の
名
前
に
改
名
し
て
い
る
。
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